
所届

市
民
憲
章
卸藤／

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、
刷‘

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
Ｅ

よ
》
っ

１１

－
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
型

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

３

－
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る
吃３

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
羽０

ま
し
よ
う

一
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま
糧冒

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
動

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た
活

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
侭↑

よ
、
っ

室公

ぎ
》
／崎画

１
用
Ⅱ
行

一
二
勺
巨
回
発

白
包
弱

力
鮒

報
厚た
市

巳

葡

鷲
鱸“

~

明るい雰囲気の

｢親子ポッポ教室」

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
と
お
母
さ
ん
の
楽
し
そ
う

な
笑
顔
が
会
場
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
、
老
人
い
こ
い
の
家
で
、
茨
城
県
ポ
ー

テ
ー
ジ
協
会
の
高
萩
支
部
が
、
「
親
子
ポ
ッ
ポ
教
室
」
を

開
い
て
い
ま
す
。

発
達
に
遅
れ
の
み
ら
れ
る
同
じ
悩
み
を
も
つ
子
ど
も

た
ち
と
お
母
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
な

ど
の
協
力
を
受
け
て
、
と
て
も
明
る
い
雰
囲
気
の
中
で

集
団
指
導
・
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ポ
ー
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
生
後
二
か
月
か

ら
食
事
な
ど
を
含
め
た
生
活
全
般
に
そ
っ
て
、
毎
日
家

庭
で
細
か
い
個
別
指
導
や
必
要
に
応
じ
て
集
団
指
導
を

行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

代
表
の
鈴
木
さ
ん
は
、
「
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
大

切
で
す
が
、
私
た
ち
に
は
情
報
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

行
政
面
で
も
、
保
健
婦
さ
ん
の
指
導
や
福
祉
関
係
、
教

育
関
係
な
ど
、
バ
ラ
バ
ラ
な
対
応
で
な
く
、
一
括
し
て

総
合
的
な
指
導
や
ケ
ア
（
保
護
）
が
受
け
ら
れ
る
と
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
母
親
は
、
子
ど
も
に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
な

か
な
か
認
め
た
く
な
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

こ
れ
か
ら
は
施
設
に
入
所
さ
せ
る
の
で
な
く
、
家
庭
や
地

域
の
中
で
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す

ね
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
、
私
た
ち
の
活
動

を
知
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
］
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

・
連
絡
先
含
二
三
’
七
七
七
七
鈴
木
ま
で

塾
茨城県ポーテージ協会

高萩支部代表

鈴木節子さん

（島名）

7………マイタウンレポート

8“…･…夢，私の職場， まだまだ元気

12～13･･ ･お知らせコーナー

民生委員・児童委員にご相談
主なもくじ

ください。

2～4…困ったときは， まず，地域の 6………こんにちは市民記者です

－3月の土曜閉庁は, 10日と24日です一



ー－

〆 、

困ったときは、 まず、地域の

民生委員･児童委員にご相談ください
、

お
年
寄
り
や
困
っ
て
い
る
人
な
ど
が
、
｜
日
も
早
く
援
助
を
受
け
た
り
、

社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
と
福
祉
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま

た
、
相
談
役
と
し
て
、
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
民
生
委
員
・
児

菫
委
員
（
以
下
‐
民
生
委
員
と
呼
び
ま
す
。
）
で
す
。

み
な
さ
ん
の
地
域
に
も
、
民
生
委
員
が
い
ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
、
民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
月
号
で
は
、
民
生
委
員
の
主
な
仕
事
や
担
当
地
域
と
名
簿
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
声
な
ど
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

’

《
）

蕊鍵墨 霊

▲青少年健全育成団体との合同研修会も，民生委員活動をするうえでの大切な勉強会です。
（2月7日㈱中央公民館）

「
あ
な
た
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
の
民
生
委
員
が
だ
れ
だ
か
知
っ
て

い
ま
す
か
？
」
と
ま
ち
に
出
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
約

六
割
の
人
が
「
わ
か
ら
な
い
Ｊ
・
」
と
答

え
ま
し
た
。

ま
た
、
「
知
っ
て
い
ま
す
〕
と
答
え
た

人
で
も
、
「
で
は
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
続
け
て
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

「
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
仕
事

の
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
四
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
そ
の
民
生
委
員
の

主
な
仕
事
に
つ
い
て
、
二
ペ
ー
ジ
の
下

欄
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

三
ペ
ー
ジ
で
は
、
昨
年
の
十
二
月
に

厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
新
し
い
民

生
委
員
の
担
当
地
域
と
名
簿
（
表
一
）
、

民
生
委
員
協
議
会
の
総
務
（
代
表
）
の

小
豆
畑
隆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
四
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
声
や
こ
れ
か
ら
の
民
生
委

員
活
動
の
課
題
な
ど
に
ふ
れ
て
み
ま
し

た
。 ｜ l

あなたの地域の
ザ

羽

哩

呵

一

＝

民生委員を

知っていますか？

弔 rF

○
社
会
調
査
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
ア
ン
テ
ナ
的
役
割
）

市
民
の
か
か
え
て
い
る
問
題
、
状
況

を
日
ご
ろ
か
ら
調
査
し
て
、
把
握
し
て

い
ま
す
。
（
個
人
の
秘
密
は
厳
守
す
る
。
）

◆
調
査
▽
生
活
困
難
者
世
帯
▽
身

体
障
害
児
（
者
）
世
帯
▽
精
神
薄
弱

児
（
者
）
世
帯
▽
ね
た
き
り
老
人
世

帯
▽
一
人
暮
ら
し
老
人
世
帯
▽

母
子
・
寡
婦
・
父
子
世
帯
▽
身
寄

り
の
な
い
児
童
等
の
世
帯
▽
ね
た

ち
は
う

き
り
老
人
・
痴
呆
性
（
ボ
ケ
）
老
人
介

護
人
▽
敬
老
事
業
名
簿
対
照
▽

準
要
保
護
世
帯
、
ほ
か

○
相
談
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
世
話
的
役
割
）

ふ
れ
あ
い
と
話
し
合
い
を
通
じ
て
、

問
題
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
、
自
立
で

き
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

◆
相
談
▽
各
種
相
談
、
ほ
か

○
情
報
提
供
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
告
知
板
的
役
割
）

市
民
に
福
祉
の
情
報
な
ど
を
、
機
会

あ
る
ご
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
貸
付
○
世
帯
更
生
資
金
、
ほ
か

○
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
パ
イ
プ
役
的
役
割
）

援
助
の
問
題
点
を
福
祉
行
政
や
施
設

な
ど
に
連
絡
通
報
し
ま
す
。

○
調
整
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
潤
滑
油
的
役
割
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
、

関
係
者
と
連
携
、
相
談
し
な
が
ら
、
そ

の
調
整
を
行
い
ま
す
。

型
二

主
な
仕
事

戸
Ｆ

』
」

r慧蕊疑鷺饗蕊蕊簔･可

主
な
仕
事

『
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新しい民生委員・児童委員です

みなさんどうぞよろしくお願いします

（表1） ○：新任平成1年12月以降

在宅福祉・

地域福祉活動の

比重高まる
(敬称略）

鯨担蕊蕊蕊溌毎J; :
有賀多喜子

電話

２
２

所
４
５
０
４
９
秘
Ｊ
７
０
１

２
２
１
１
８
７
４
８
８
５
７

７
５
一
一
一
一
一
一
４
一
一
一
－

２
４
３
２
１
４
１
２
３
３
１
２
３

｜
’
Ｊ
ｒ
Ｔ
Ｊ
Ｔ
Ｉ
ｒ
町
町
町
町

住
杣
押
郡
諦
榊
岬
斡
岬
鋤
訓
獅
津
饒

当 地 域

大和町2丁目の一部９
３
２
６
１
９
２
３

２
２
２
２

本町1丁目，

佐藤農産
国井キヌエ

本町2丁目， 3丁目

本町4丁目，春日町3丁目

春日町1丁目， 2丁目

大和町1丁目， 2丁目

卜民生委員協議会
総務小豆畑隆さん

３
４
１
９
１
８
６
１
９

７
４
０
７
１
４
０
６
４

０
０
１
１
２
４
５
３
９

２
３
０
３
３
４
３
２
５

３
２
３
２
３
２
２
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２

；
電
電○石 忠

鈴木洋子

小豆畑隆

石田秀實

私たちは，昨年12月一斉改選で，民生委員・児童

委員に委嘱されました。市内では， 2人の増員をし

ていただき福祉活動の一層の充実が期待されていま

す。なお，今回の改選で退任された諸先輩がたには，

永い間， ご指導， ご協力をいただき心から感謝申し

あげます。

さて，先日の民生委員協議会で左の（表1）のと

おり，担当区域が決まりました。私たちは，担当区

域の市民のみなさんと密接な関係をもちながら，民

生委員活動を行うことになりますので， ご協力をよ

ろしくお願いします。

ところで，県内の民生委員活動の相談指導のよう

すをみてみますと， なかでも，老人福祉関係の相談

が毎年増え続けています。ついに，昨年度は老人福

祉関係の相談が全体相談の41％を占めるまでになり

ました。

今日の高齢化社会の進展と， それに伴う在宅福祉

地域福祉活動の比重の高まりを反映していますが，

今後もますますその傾向が高まることが予想されま

す。

昨年の11月に，県の民生委員・児童委員大会が開

かれました。その大会宣言に次のような4つの実行

項目がありました。

,/◎要援護者に対する個別援助活動の充実強化

◎在宅援助のための地域支援を基盤とした， ネッ

トワークづくりの推進

◎心豊かな子どもを育てる運動の推進

!◎福祉のまちづくりへの積極的な参加
急速な人口の高齢化や核家族化，少子化の進行な

どに伴い，社会福祉をめぐる諸問題は， ますます複

雑多様化しています。児童・生徒の健全育成の問題

とともに，民生委員活動のこれからの方向がこの中

に示されているといってよいでしょう。

大和町1丁目の一部， 3丁目， 4丁目

東本町1丁目， 2丁目， 3丁目の一部

小林

鈴木

江
子
静
空

有明町1丁目， 2丁目

有明町3丁目の一部(車検場北側）

佐藤たみ子 有明町3丁目の一部(車検場南側）

肥前町1,2丁目,東本町3丁目の一部,4丁目

高浜町1丁目， 2丁目

男
子
正
英

橋
山
大
関

○

22－4140

22－2181田崎雄也

田中陽子

高浜町3丁目の一部(市営住宅及びその東側）

高浜町3丁目の一部(市営住宅の西側）

１

０
０
１
１

３
３
町
町
浜
浜

吉
同
音
向

５
９
７
０

５
１
２
８

４
３
５
０

３
２
３
３

２
２
３
２

２
２
２
２

佐藤蕎門高浜町3-101

安島松夫安良川741

黒沢美代安良川1

下111原トシ子安良川116

石井正子安良川269-8

伊藤 實安良川1495-8

松本 昭石滝449-1

○公平次夫石滝2565-6

時崎 一島名1183

根本 具島名2292

山口安一島名2118-44

○杉光里子島名2396-15
久保田武志島名2241-5

落合千代子島名1125

三國省治秋山242l

宇佐美蔵秋山1368
沼田松男秋山701

柴田カツエ高萩819-76

綿引信弘秋山3014-7

○熊坂八千代高萩711-113

柴田君子高萩157

柴田 薫高戸130

○松本典子下手綱1963-2

皆川文夫高戸884

鈴木冨子赤浜1318-2

田村キヨノ赤浜1979

○渡邊手術下手綱926-2

小野教子下手綱22

○松本壽子上手綱613

下山田房子上手綱638-2

松本ちよ上手綱661

作山寛子上手綱1458

関根利雄上手綱2888-2

○鈴木巌善下君田1142

○沼田富貴稔上君田248

柴田英利若栗114-1

○佐川好男大能824

樫村 皆中戸川1283

伊藤

松本

實一昭
軒麩壼

○松本

皆川

鈴木

高浜町3丁目の一部(力II工紙アパート及びその南側）

安良川1，2，3，4，5町内,6町内の一部

安良川6町内の一部,7,8,9,10町内

安良川12,13,14町内,6町内の一部,みずほ町内

安良川12,13,14,15,16,17町内

一

一８
３
９
５
６
２
２
３

２
２
２
２

５
０
２
１
２
５
４
４
９
３
６
３
６
４
６
２
１
７
９
３
８
７
１
４
２
０
６
７
１
５
３
２
６

０
９
３
９
０
６
７
３
１
６
２
９
７
０
７
８
６
０
２
６
７
２
４
２
４
７
３
９
０
５
０
０
８

９
７
０
０
２
６
２
２
７
８
５
４
１
８
０
４
１
２
５
９
１
８
３
７
７
３
３
３
７
１
２
３
３

２
３
３
４
０
６
３
０
０
２
５
５
３
１
０
４
４
５
０
１
５
１
０
４
４
４
３
４
０
０
０
０
０

３
２
３
２
３
３
３
３
３
２
２
２
２
３
３
２
２
２
３
３
２
３
３
２
２
２
２
３
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

安良川西うら全部

石滝1，2，3，4町内,花貰上台

石滝市営住宅，石滝団地

島名1,2南町内,朝日団地,椎の木下,坂下,鏡

島名上，千代町団地

向洋台団地

島名団地

島名5,秋山4,5,島名経塚,秋山中原東,坂佐久保

島名2北,3，本町,万代町,東町,西町,仁田橋

秋山南

秋山下， 滝の沢

秋山上， 1，2，3，中原の西部,北方

駒木原，地蔵堂

秋山上4,5,6,高萩炭鉱社宅,和野南,新和

坂東塚団地萩ケ丘,和野東,中

台高萩，駒木原の一部，安良川梅林

行人塚，石河原

小島団地

高戸

赤浜

上宿，北久保，城戸場，長原，定田

下手綱

推の尾，石崎，屋敷

杉岡，杉内，大工町，粕内，小和田

川側，馬場，すどれ

堀の内，畑中，前の内，二本杉

千代田，滝の脇，豊栄，金成

関口，仙道坂,芦の沢，石舟，上原
下君田

上君田

若栗，大能牧場

大能

中戸川

滝

を
取
り
ま
と
め
、
継
続
し
た
態
勢
づ
く

り
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

◆
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
や
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

○
意
見
具
申
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
代
弁
者
）

福
祉
行
政
の
問
題
点
と
改
善
点
に
つ

い
て
具
体
的
な
資
料
に
も
と
づ
い
て
、

改
善
を
促
し
ま
す
。

○
そ
の
他

◆
募
金
（
大
口
）
協
力
▽
日
赤
募
金

▽
共
同
募
金

◆
配
布
事
業
▽
敬
老
祝
品
▽
敬
老

祝
金
▽
介
護
者
慰
労
金

◆
証
明
▽
無
職
証
明

○
支
援
態
勢
づ
く
り
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
支
援
的
役
割
）

困
っ
て
い
る
人
の
援
助
・
支
援
活
動

※次の地区については， 当分の間，下記の民生委員さんが担当します。

(測騨東篭本画秋豊中1編平:宇佐美威･秋山中2）
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淑

画

自
助
・
互
助
・
公
助
の
確
立
が
必
要
て
す
鰐
蕊
姿
晶
薦
会
が
篭
し
”
ゞ
篝
謹
当
区
域
事
項
鳥

「
日
ご
ろ
か
ら
私
た
ち
は
、
地
域
社
福
祉
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
て
い
く
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
順
人
を
、
茨
城
県
社
会
福
祉
審
議
会
が
審
を
定
め
、
調
査
や
各
種
研
修
な
ど
を
行
に

啄

矼

会
の
困
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
の
個
別
援
一
緒
に
な
っ
て
、
地
域
の
中
で
の
ボ
ラ
ひ
と
り
の
自
助
努
力
と
、
こ
れ
を
支
え
馴
査
、
推
薦
し
、
厚
生
大
臣
が
委
嘱
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
互
選
で
会
の
代
表
の
馴

助
が
活
動
の
基
本
で
す
。
い
ざ
と
い
う
ン
テ
ィ
ァ
の
発
掘
や
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
る
地
域
社
会
や
民
間
の
福
祉
活
動
、
そ
牝
す
。
総
務
を
一
人
置
き
ま
す
。
軍
竃

と
き
に
、
や
は
り
、
力
に
な
っ
て
く
れ
ク
づ
く
り
な
ど
の
は
た
ら
き
を
、
も
つ
し
て
、
行
政
に
よ
る
公
的
援
助
が
一
体
岬
市
の
民
生
委
員
推
薦
会
塚

原

■

る
の
は
近
所
の
人
の
温
か
い
心
と
協
力
と
も
っ
と
強
め
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
と
な
っ
た
自
助
・
互
助
・
公
助
の
協
調
剛
委
員
は
市
長
が
次
の
人
の
中
か
ら
、
主
な
研
修
会
“

で
す
］
と
あ
る
民
生
委
員
さ
ん
は
話
し
ら
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
体
制
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
み
ん
な
で
努
拙
そ
れ
ぞ
れ
二
人
ず
つ
を
委
嘱
し
ま
す
。
塚■

て
い
ま
し
た
。
す
。
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
心
①
市
議
会
議
員
②
民
生
委
員
③
社
○
福
祉
六
法
（
生
活
保
護
法
、
児
童
福
旧

断

■

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
は
時
代
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
地
域
福
祉
、
心
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
馴
会
福
祉
事
業
の
実
施
に
関
係
の
あ
る
人
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
精
神
酬

と
と
も
に
、
民
生
委
員
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

岬
④
市
町
村
の
区
域
を
単
位
と
す
る
社
会
薄
弱
者
福
祉
法
、
母
子
・
寡
婦
福
祉
肥

岬
④
市
町
村
の
区
域
を
単
位
と
す
る
社
会
薄
弱
者
福
祉
法
、
母
子
・
寡
婦
福
祉

ⅡⅡHqⅡIIHHdpIpB'1

ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
地
域
福
祉
づ
く
り
は

帥
民
生
委
員
は
ど
う
し
て
選
ば
れ
る
の
？

市民のみなさんの声

私
の
地
域
の
民
生
委
員
が
、
ど
み
な
さ
ん
に
、
よ
く

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
集
り
な
ど
、

も
っ
と
、
出
席
し
て
欲
し
い
な
た
で
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
ぃ
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

る
の
か
、
は
ず
か
し
い
け
れ
ど
、
伊
藤
一
一
三
男
さ
ん
（
安
良
川
支
部
長
）

私
の
地
域
で
は
、
昭
和
六
十
一
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
安
良
川
支

年
か
ら
三
世
代
の
地
域
ふ
れ
あ
い
現
在
、
東
小
学
校
の
交
通
安
全
部
で
は
、
年
四
回
、
七
十
歳
か
ら

運
動
会
を
実
施
し
た
り
、
そ
ば
打
母
の
会
の
会
長
を
や
っ
て
い
ま
す
七
十
五
歳
ま
で
の
一
人
暮
ら
し
の

ち
大
会
や
し
め
縄
・
ワ
ラ
細
工
の
が
、
顔
ぐ
ら
い
は
知
っ
て
い
な
い
お
年
寄
り
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行

講
習
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
集
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
っ
て
い
ま
す
。

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
部
の
み
な

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
集
り
な
ど
、
民
生
委
員
、
さ
ん
、
と
く
に
、
民
生
委
員
さ
ん

民
生
委
員
さ
ん
に
も
、
も
っ
と
、
に
は
、
非
常
に
よ
く
協
力
し
て
い

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

出
席
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
た
だ
い
て
い
ま
す
。

鷺

唾

》

繍
田辺武雄さん

（上手綱）

あや二

奥田綾子さん
（高浜町） 、

｝
）

高萩市社会福祉協議会では，毎月1

75歳以上の一人暮らしのお年寄り

に，給食サービスをボランティア

の協力で実施している。

配

回
福
祉
関
係
団
体
の
代
表
者
⑤
教
育
法
、
老
人
福
祉
法
）
な
ど
の
研
修
会
一

頭

叩
に
関
係
の
あ
る
人
⑥
行
政
機
関
の
職
○
青
少
年
相
談
員
な
ど
、
青
少
年
健
全
一

幅
員
⑦
学
識
経
験
の
あ
る
人
育
成
団
体
と
の
合
同
研
修
会
（
ニ
ペ
ー

皿

例
資
格
と
任
期
－
ジ
写
真
参
照
）

Ⅱ

韮
民
生
委
員
は
名
誉
職
で
、
そ
の
任
期
○
ね
た
き
り
介
護
者
研
修
会

旧
は
三
年
で
す
。
た
だ
し
、
補
欠
者
の
任
○
婦
人
民
生
委
員
研
修
会
ほ
か
一

轟

副
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
な
り
ま
す
。

卒当
■
’
三
笛
一
一
三
受
三
一
国
三
一
一
凶
一
三
昌
三
一
員
一
一
三
閏
三
一
頁
一
三
一
員
一
一
三
頁
一
一
三
Ｎ
一
一
三
国
一
三
貝
一
三
一
■
三
一
国
一

三
■
三
一
酉
三
田
三
一
局
一
三
昌
一
三
目
一
一
三
男
一
二
閏
三
一
一
閏
三
一
一
■
’
三
蜀
三

一
■
’
三
■
三
一
国
差
一
一
里
二
三
男
三
一
国
一
一
三
閏
一
一

一
○
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

詳
し
く
は
、
上
記
へ
お
た
ず
ね
く
だ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
さ
い
。

か
た
は
、
高
萩
市
善
意
銀
行
で
、
ボ
ラ
あ
な
た
の
声
を

ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま

お
寄
せ
く
だ
さ
い

冬
云
地
刷

三列

半
抄
緬
一
二
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
在
宅
福
祉
、
地
域

１Ｌ

棚
州
蹄
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
声
を

さ下てずＩ”
琴
諦
行
蛎
債
口
１
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
五
町
皿
〒
一
三
八
高
萩
市
本
町
一
’
一
○
○

く
ご
る
ぃ
銀

一
再
向
”
唯
賑
し

を
で
た
預
新
意
蝉
鮒
押
》
一
銅
萩
酎
韮
尹
、
垂
薪
罰
識
雌
癖
玉
穂
燕

舸
刈
じ
な
お

麺
奉
ぁ
善
」

禮
一
回
同⑳

’
一
一
〆

愛の灯を高くかかげて下さい

ご存じですか

鑿
あなたのまごころを

お預りする

新しい銀行

善意銀行

世
一
目
一
一
三
■
二
一
■
一
三
一
■
一
一
三
■
三
一
一
■
一
一
三
■
三

一
笛
一
一
三
■
一
一
三
目
三
一
一
■
三
一
一
■
一
一
三
日
’
三
一
■
二
一
圃
三
一
一
国
三
一
一
■
三
二
■
三
一
一
■
’
’
三
■
’
一
三
■
薑
一
一
■
’
’
三
昌
一
三
一
■
三
一
一
■
三
一
一
■
’
’
三
■
三
一
一
■
一
一
三
■
’
三
Ｅ
蜜
一
三
■
’
一
三
■
｜
三
田

配

即ⅡⅡｺ ﾛ ⅡⅡ凶．q ⅡⅡZ ﾛ
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高萩市の生んた‘作家たち

ｼﾘｰズ⑯
鱗
癖
騨
搾
辮
蝿
棒
鶴
蕊
，
蕊
噌蝋

唖一流《

ち
よ
う
し
し
ゅ
う
し

「
趙
師
秀
詩
」

子
ど
も
の
こ
ろ
、
父
雲
胤
は
畳
二
帖
も
三
帖
も
あ
る

人
き
な
紙
に
夜
を
徹
し
て
筆
を
走
ら
せ
、
部
臆
い
つ
ぱ

ふ八しきいに書いた紙を軍ね、それを大きな風例敷に包

、
均
人
で
ん

み
、
鎌
倉
の
殿
村
撚
川
先
生
へ
と
辿
っ
て
い
ま
し
た
。

寸
い
り
和
う

私
が
小
学
校
Ｌ
ハ
年
生
の
時
、
今
は
亡
き
佐
川
翠
龍
先

’
し
二
』
／
、

生
と
父
が
日
展
に
初
入
選
し
、
翠
龍
先
生
の
ご
子
息
の

せ
ん
か
い

情
崖
先
生
と
私
が
、
上
野
の
美
術
館
に
連
れ
て
い
か
れ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
（
当
時
、
私
と
し
て
は
、
東
京

に
行
き
た
く
て
付
い
て
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
…

…
）
そ
の
よ
う
な
環
境
だ
っ
た
せ
い
か
、
耆
に
つ
い
て

は
、
自
然
に
溶
け
込
ん
で
は
い
ま
し
た
が
、
中
学
、
大

学
と
家
を
離
れ
て
生
活
を
し
て
い
た
の
で
、
卒
業
後
、

市
内
の
建
設
会
社
に
通
う
か
た
わ
ら
、
父
の
塾
で
習
っ

て
い
ま
し
た
。
ど
う
も
親
子
と
い
う
の
は
師
弟
の
関
係

が
甘
く
な
り
、
私
は
仕
事
が
忙
し
い
な
ど
と
い
っ
て
不

う
ん
ぼ
う

父
雲
鳳
と．
ふ
る
ざ
し
）

漢
字
の
古
里
中
国
に
学
ぶ

蕊懸溌§

醤
》

蕊

眺
鼬

かく ほう

鈴木赫鳳さん

(栗本Ⅲ］
趙
師
秀
（
？
～
二
一
一
九
）
の
詩
で
す
。
趙
師
秀
（
号
を
霊
秀
）
は
、
永
嘉
（
漸
江
省
温

し
ゆ
う

し
れ
い

州
）
の
出
身
で
、
「
永
嘉
の
四
霊
」
の
一
人
、
そ
の
四
霊
の
う
ち
で
も
、
最
も
す
ぐ
れ
た
詩
人

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
漢
詩
の
一
一
首
で
す
。

書 道

函

士
《
じ
〃
一
ｔ
，
‐
』

真
面
目
な
弟
子
で
し
た
。

そ
の
後
十
二
年
間
勤
務
し
た
会
社
を
退
社
、
設
計
事

務
所
と
Ⅱ
立
に
耆
道
塾
を
開
設
し
、
い
よ
い
よ
書
道
に

も
本
腰
を
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
半
年
後
、
父
が
六
十
二

歳
で
急
死
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
だ
っ
た
の
で

こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
父

が
師
事
し
て
い
た
殿
村
藍
旧
先
生
に
私
も
師
事
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

罫
Ｊ
ろ
そ
う
た
い

私
の
書
は
、
中
岡
の
明
・
清
時
代
の
行
・
蜘
体
を
主

に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
昨
年
初
め
て
小
川
へ
行
き
、
漢

ｊ
ろ
さ
と

字
の
占
姐
を
肌
で
感
じ
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
経
験
を

し
て
き
ま
し
た
。
ど
う
も
Ⅱ
先
の
展
覧
会
に
追
わ
れ
る

昨
今
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
巾
叫
で
感
じ
た
鮴
大
な

気
持
ち
で
作
仙
制
作
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
行
き
た

い
と
岨
っ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
よ
り
中
央
の
展
覧
会
に
も
出
肺
す
る
機
会
を

得
て
、
昨
年
は
念
願
の
Ｈ
展
に
も
入
選
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
長
女
が
、
現
在
小
学
六
年
生
で
す
。
私
が

全
く
同
時
期
に
、
父
と
同
じ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

当
高
萩
市
は
、
他
か
ら
比
べ
る
と
以
前
か
ら
書
道
の

盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
作
家
と
言
わ
れ
る
に
は
、
ま
だ

じ
〆
、
く
は
い

ま
だ
若
輩
で
未
熟
で
す
が
、
今
後
は
芸
術
文
化
の
一
翼

で
も
担
え
れ
ば
と
、
精
進
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ー

蕊
醤

蕊
聯 蝿蝋柵僻蝿蜘銃幟粥繊

(たて2m40cm, よこ60cm)

獣たちを追って

鼠江幡 栄さん（小動物）⑮

くれました。足跡一つ，糞一つを喜々
上 じ め

として、本人は至極真面目にやってい

るが，他人が見たら変人でしかないで

しょう。

獣たちと付き合うには，獣の気持ち

にならなければならないので, 1 1 lを幾
吋ぶ も〈・

り，谷を渡り，薮を滞り，獣道こそが

私の道です。

県北のこの地は，県内で最も獣類の

多い地域であろう。小型はネズミ類や

コウモリから，大型のイノシシまで,生

き生きと生活しています。

用心深い彼等も，時折姿を見せてく

れます。早朝， まだ，鉛色の東い空気

の中を， キツネが尾の先だけrl<見せ

て，し､なやかに沢を綴っていきました。

高萩のl l l々は， いろいろな姿を見せ

てくれ， 四季や天候の数よりも多く変

化しています。早春や晩秋のクライマ
もちろ人

ヅクスは勿諭のこと、 見る度に新たな

感動をあたえてくれます。この地を，

これ稗11,↑間をかけて見ることができた

のは初めてなだけに，獣たちを追いか

けて，夜明け前から暗くなるまで歩き

u'l l)ました。

幟たちは， 虫や烏に比べると、数倍

も用心深く 、頭脳的で， ヒトが考えら

れないほと畢の鋭い感覚で，容易には寄

せつけません。 もっぱら獣の通った跡
たと ふん

を辿っていますが,足跡,はみ跡，糞，
か4．〕

空の巣なと、どれもこれも多くの情報を

1989. 1 ,4 ，:キツネの糞(下君田小神戸）

恐らく，一晩中歩きIIIIって,ねぐら(塒）

にﾙI}る途'1'なのだろう，振り返ること

もなく ， 商もなく消えて行きました。

野生の多くは，静かに生きているもの

だが， 冬も終わりに近づくと， 明け方

の厳寒の闇を引き裂くようなキツネの

一声は，野生のﾉJ強さと， したたかさ

を.'&!わせます。

いずれ， これら蛾たちの様子を「高

秋の動物」で詳しくお知らせできるで

しょう。それまでにもっと多くの獣の

1'l'間たちと出会うことを願っています

5



こんにちは市民記者です,;①届
け
出
書
類
は
（

慎
菫
に
取
り
扱
い
ま
す

長
久
保
三
月
に
な
る
と
市
民
課
の
窓

ｎ
が
込
み
合
い
ま
す
ね
。

沼
田
三
月
は
、
転
勤
・
就
職
な
ど
で

他
市
町
村
へ
の
転
出
届
け
を
、
四
月
は

逆
に
高
萩
市
へ
転
入
さ
れ
る
人
の
届
け

出
が
集
中
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
学
校
関

係
に
提
出
す
る
書
類
な
ど
も
重
な
る
の

で
、
ほ
か
の
月
よ
り
窓
川
が
込
み
合
い

ま
す
ね
。

長
久
保
お
昼
休
み
は
、
市
民
課
の
窓

川
を
利
用
で
き
る
の
で
す
か
。

､ Iや －

■市民記者長久保邦子さん(赤 浜）
ゆうこう

■話し手沼田有功さん(市民課長）

私は，結婚した時,そして子どもが生まれ

た時に市民課で手続きを取りました。今では，

住民票や印鑑証明書の必要性も出てきまして，

もっと市民課の仕事をよく知ﾚﾉたいと思い，

沼田課長さんに聞いてみました。

…
沼
田
お
昼
休
み
は
、
職
員
が
交
代
で

二
せ
き
と
う
ば
ん
し
よ
う
ほ
ん

応
対
し
て
い
ま
す
。
戸
籍
の
謄
本
抄
本

な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
、
す
ぐ
に
で
き

ま
す
。
で
も
、
蟠
姻
、
出
生
な
ど
の
届

け
出
に
つ
い
て
は
、
書
類
を
審
査
し
ま

す
の
で
時
間
が
ち
ょ
っ
と
か
か
り
ま
す
。

長
久
保
訴
俺
と
は
何
で
す
か
。
雌
し

い
こ
と
で
す
か
。

沼
田
届
け
出
書
な
ど
の
内
容
に
不
備

が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
。

婚
姻
届
け
の
場
合
は
、
届
け
川
し
た
住

所
や
、
配
偶
者
の
住
所
が
住
民
登
録
に

合

っ
て
い
る
か
な
ど
、
間
違
い
が
な
い

か
確
認
し
ま
す
。

長
久
保
そ
う
で
す
か
。
届
け
出
の
場

合
は
、
慎
重
に
取
り
扱
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。
そ
れ
と
、
婚
姻
届
け
は
、
休
日

で
も
大
丈
夫
と
聞
き
ま
す
が
。

沼
田
は
い
、
休
日
で
も
大
丈
夫
で
す
。

市
役
所
に
日
直
者
が
い
ま
す
の
で
、
届

け
出
書
類
を
預
か
り
ま
す
。
特
に
、
結

婚
す
る
日
に
届
け
た
い
場
合
な
ど
は
、

必
要
な
手
続
き
は
済
ん
で
い
る
か
な
ど
、

前
も
っ
て
市
民
課
で
婚
姻
届
け
の
審
査

を
受
け
て
お
い
た
方
が
良
い
で
す
ね
。

窓
口
で
、
「
い
つ
い
つ
届
け
出
を
し
た
い

が
、
審
査
し
て
欲
し
い
】
と
言
っ
て
く

だ
さ
れ
ば
、
審
沓
し
ま
す
の
で
。

長
久
保
凶
際
結
婚
は
い
か
が
で
す
か
。

沼
田
国
際
結
嬬
は
、
手
続
き
が
ち
ょ

っ
と
難
し
く
な
り
ま
す
。
戸
籍
制
度
が

；
〃
…
＄
ゞ
！
§
：
《
：
￥
準
蕊
《
薄
手
零
蕊
蕊
：
孫
￥

》
言
篭
氏
》
ゞ
畢
蕊
画
ゞ
《
達
張
凝
戯
“
澄
毎
溌
鍾
蕊
蕊
誌
溌
狂
蕪
簿
毎

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
ま
す

鍵
蕊
溌
鍵
蕊
蕊
羅
韓
蕊
隷
蕊
蕊
蕊
議
鍵
蕊
蕊
蕊
蕊
鍵
蕊
蕊
蕊
識
蕊
灘
蕊
辮
灘
鍵
蕊
簿
識
灘
蕊
灘
鱗
騒
識
織
灘

沼
田
お
昼
休
み
は
、
職
員
が
交
代
で
あ
る
の
は
、
他
の
国
で
は
多
く
な
い
も

二
せ
き
と
う
ば
ん
し
よ
う
ほ
ん

応
対
し
て
い
ま
す
。
戸
籍
の
謄
本
抄
本
の
で
す
か
ら
、
重
蟠
な
ど
の
恐
れ
が
な

な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
、
す
ぐ
に
で
き
い
よ
う
樅
認
し
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
当

ま
す
。
で
も
、
蟠
姻
、
出
生
な
ど
の
届
事
者
の
Ｈ
同
か
ら
そ
の
む
ね
の
柵
明
害

け
冊
に
つ
い
て
は
、
書
類
を
審
査
し
ま
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
国
際
結
妬

す
の
で
時
間
が
ち
ょ
っ
と
か
か
り
ま
す
。
の
場
合
は
、
職
員
に
お
聞
き
く
だ
さ
い

長
久
保
訴
俺
と
は
何
で
す
か
。
雌
し
長
久
保
戸
鰯
の
話
が
川
ま
し
た
が
、

い
こ
と
で
す
か
。
私
の
杣
先
は
、
ど
こ
ま
で
記
載
さ
れ
て

〆、

ー

長
久
保
だ
れ
で
も
す
ぐ
に
証
明
書
が

取
れ
な
い
の
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
た
め
な
の
で
す
ね
。
以
前
、

か
い
い
人

家
族
の
印
鑑
を
改
印
す
る
時
、
本
人
で

な
い
た
め
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は

り
印
鑑
登
録
や
印
踊
の
改
印
も
、
本
人

で
な
い
と
で
き
な
い
の
で
す
か
。

沼
田
代
理
人
で
も
印
鑑
登
録
が
で
き

ま
す
が
、
印
鑑
証
明
耆
の
交
付
に
は
、

約
一
週
間
か
か
り
ま
す
。

長
久
保
代
理
人
で
は
、
そ
の
Ⅱ
に
印

「
印
鑑
登
録
す
る
場
合
は
？
」

鑑
証
明
書
が
取
れ
な
い
の
で
す
か
。

沼
田
そ
う
で
す
。
本
人
が
直
接
、
市

民
課
の
窓
口
に
来
ら
れ
た
場
合
で
も
、

本
人
が
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
顔
写
真
の
あ
る

公
的
機
関
の
発
行
し
た
証
明
書
や
、
運

転
免
許
証
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
本
人
の
確
認
が
済
め
ば
、

印
鑑
驚
録
や
改
印
届
け
が
で
き
、
印
鑑

紙
明
書
も
す
ぐ
に
交
付
で
き
ま
す
。

長
久
保
本
人
で
あ
っ
て
も
慎
重
に
な

〆あ
る
の
で
す
か
。

ど
上
ひ
ょ
う

沼
田
は
い
、
住
民
票
の
除
票
の
保
存

じ

住

せ

き

は
五
年
間
で
す
が
、
除
籍
は
八
十
年
間
保

存
で
す
。
高
萩
市
で
は
、
明
治
十
年
代
ご

ろ
か
ら
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
久
保
家
族
の
も
わ
か
る
の
で
す
か
。

沼
田
戸
籍
は
、
個
人
の
権
利
、
そ
し

て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
謹
の
た
め
、
現

在
、
戸
繍
の
閲
覧
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
本
人
以
外
が
、
正
当

な
珊
川
に
よ
り
仇
乢
票
を
取
る
場
合
で

？
ｂ
、
本
人
以
外
が
、
正
当

ふ
り
仇
乢
票
を
取
る
場
合
で

一

凶
‘
す
も
、
本
籍
地
や

朏
恋
世
帯
主
と
の
統

嘔
霊
柄
な
ど
は
、
省

し
作
略
し
た
も
の
を

正
を
の
簿
交
付
し
て
い
ま

凱
舩
長
す
。
そ
れ
は
、

魂
畦
瞬
本
人
の
氏
名
、

の
，
沼
住
所
、
生
年
月

罹
隷
隷
ｎ
だ
け
が
わ
か

郵
申
と
る
住
民
票
で
す
（

る
ん
で
す
ね
。

沼
田
は
い
、
で
す
か
ら
代
理
人
が
印

鑑
願
け
を
す
る
場
合
は
、
本
人
が
代
理

人
に
た
の
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
た
も
の

す
な
わ
ち
代
理
人
遊
人
届
け
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
市
民
課
で
は
、
そ
れ
を
預
か

り
、
「
窓
川
に
代
即
人
が
来
て
印
鑑
奄
録

の
申
補
を
し
た
が
、
本
人
の
意
思
に
間

違
い
が
な
い
か
四
と
い
う
内
容
を
本
人

に
郵
送
し
ま
す
。
本
人
が
そ
の
内
容
を

樅
認
し
て
、
叫
び
代
即
人
に
そ
の
文
書

を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
い
て
、
は
じ
め

て
印
鑑
發
録
証
を
交
付
で
き
ま
す
。
で

す
か
ら
約
一
週
間
く
ら
い
か
か
り
ま
す

長
久
保
そ
う
で
す
か
。
必
要
と
な
る

と
す
ぐ
に
欲
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
私
た
ち
個
人
の
利
害
関
係
を
保
つ

た
め
な
の
で
す
ね
。
で
も
、
大
切
な
印

鑑
証
明
吉
で
す
が
、
手
帳
を
持
っ
て
い

け
ば
、
本
人
以
外
で
も
印
鑑
証
明
書
が

取
れ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

沼
田
印
鑑
登
録
証
が
あ
れ
ば
、
印
鑑

証
明
言
を
取
る
こ
と
を
委
任
さ
れ
た
と

考
え
て
、
本
人
以
外
で
も
発
行
し
ま
す

た
と
え
印
鑑
登
録
証
が
紛
失
し
て
も
、

実
印
が
無
く
て
は
役
に
立
ち
ま
せ
ん
の

で
。
で
す
か
ら
印
鑑
登
録
証
と
印
鑑
は

別
々
に
保
管
さ
れ
る
と
よ
い
で
す
ね
。

長
久
保
印
鑑
登
録
証
に
そ
の
印
が
押

し
て
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
夫
と
私

の
と
二
つ
あ
る
と
、
ど
ち
ら
が
ど
の
印

鑑
だ
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
す

が
。沼
田
印
鑑
が
押
し
て
あ
る
と
、
印
餅

今月号から，新しいコーナー「こんにちは市民記者です」を始めました。ヨロシクお願いします 6



･鶴亀…。

現代の科学万能の時代にあっても，神に 滝神社の境内にある子安神社と，地蔵1

たよって， また，すがって生きている人|Ⅲ ス停のほこらがあるお地蔵様に供えま、

社会に，神社の存在は欠かせないものがあ この子安神社は， もともと台高萩地内

ります。台高萩では，今でも春は地蔵溝 ったのですが，江戸時代中期ごろ滝神’

秋は子安講と称して，年21｢II,安産と子とﾞ 内に移されました。それ以来，台高萩
ちんじ; '』

もの成辰を祈願しての供養を行っています。 滝神社を鎮守様としてお参りが続いて’
二のは〃さく や｡”ノ4畠と

これは，女性だけの集まりです。 す｡お参りの後,祭神の木花咲耶姫命に
号上7もん

当| ｜は，朝から当番制で決められた家に で経文を繰り返し唱えます。以前は月

集まり，供えもちをつきます。供えもちは， 行われていた講ですが，現在年2回に；

滝神社の境内にある子安神社と，地蔵前

'』

） 滝神社を鎮守様としてお参りが続いてい

､ 登
録
証
を
紛
失
し
た
際
に
、
同
一
の
印

艦
を
作
ら
れ
て
、
悪
用
さ
れ
る
心
配
が

あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
登
録
証
に
印
は

押
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご
自
分
で
し
っ
か

り
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

灘
職

型

懲，あ
な
た
の
ま
ち
の
と
っ
て
お
き
の
所
、
楽
し
い
行
事
な
ど
を
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
が
レ
ポ
ー
ト
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
紹
介
す
る
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

あ
な
た
の
ま
ち
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

バ

ス停のほこらがあるお地蔵様に供えます。

この子安神社は， もともと台高萩地内にあ

ったのですが，江戸時代中期ごろ滝神社境

内に移されました。それ以来，台高萩では
ちんじ;

ま
二のは〃さく や｡”ノ4畠と

す｡お参りの後,祭神の木花咲耶姫命に全員
号A7もん

で経文を繰り返し唱えます。以前は月1回

行われていた講ですが，現在年2回になつ
くちづた

たため, n伝えの経文は今後伝わりにくく

| ｜ なると， 聞き取りで文字に表わしました。

月 この集りは，子と守もの成長祈願はもちろ
十んですが，家庭を支える女性の交流の場を
ノ1

目もつことで，地域のつながりが強くなる大

(7)切癒役割となっています〃

長
久
保
で
は
、
証
明
書
を
取
る
と
き
、

市
民
課
の
窓
口
に
あ
る
交
付
申
請
害
を

書
く
の
は
、
だ
れ
が
証
明
書
を
取
る
の

か
、
知
る
た
め
に
書
く
の
で
す
ね
。

沼
田
い
え
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
証

何
に
必
要
か
、
目
的
を
話
し
て
く
だ
さ
い

４
「
料
理
を
囲
ん
で
お
し

ゃ
べ
り
も
ま
た
、
楽
し

い
。
」
と
、
世
代
を
問
わ

ず
に
集
ま
る
み
な
さ
ん

一
）

受
け
付
け
事
務
が
緩
慢
で
、
籾
は
何
日

の
づ

も
野
積
み
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
、
品
質

れ
元
か

ぞ
が
い

も
自
然
と
劣
化
し
、
鼠
害
を
生
じ
た
り

し
て
不
合
格
と
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
村
側
と
し
て
は
、
そ
う
し
た

と
う
み
ち
人
Ｌ
寺
く

場
合
、
大
至
急
現
地
で
唐
箕
を
賃
借
、

さ
い
ち
多
っ
せ
い

た
わ
ら
づ

再
調
製
の
う
え
俵
詰
め
を
し
、
あ
る
い

か
わ

は
代
り
の
籾
を
現
地
購
入
し
て
納
入
す

る
な
ど
さ
ん
ざ
ん
苦
労
し
た
そ
う
で
す

一
方
、
検
査
の
小
役
人
の
側
で
は
、

な
か

必
要
以
上
に
大
き
な
さ
し
（
竹
を
斜
め

に
切
っ
た
籾
と
り
川
し
川
の
用
具
）
を

貢
は
、
郡
奉
行
か
ら
村
ご
と
に
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、

わ
り
づ
け
じ
よ
う

‐
一
人
》
．
一
ど
う
だ
人

渡
さ
れ
た
割
付
状
に
も
と
づ
い
て
、
厳
ま
こ
と
に
言
語
道
断
で
あ
る
と
い
わ
ざ

た
か
ど

重
な
検
査
の
う
え
納
入
さ
れ
、
高
戸
の
る
を
え
ま
せ
ん
。

二
ば
ま
か
い
廿
人

小
浜
か
ら
廻
船
に
よ
っ
て
海
上
運
送
、
ま
た
、
文
言
面
で
は
「
一
俵
に
つ
き

す
き
』
や
ま
が

と
し
よ
“
つ

那
珂
湊
経
由
で
水
戸
城
近
く
の
杉
山
河
四
斗
二
升
入
」
と
な
っ
て
い
て
も
、
実

し
り
く
あ

さ
い
け
人
ざ

岸
に
陸
揚
げ
と
な
り
、
こ
こ
で
再
検
査
を
際
に
は
四
斗
四
升
（
実
質
川
・
八
％
増
、

く
ら
や
Ｌ
き

受
け
て
蔵
屋
敷
へ
納
入
と
な
り
ま
し
た
。
宝
暦
期
）
も
、
四
斗
六
升
（
実
質
九
・

と
こ
ろ
が
当
時
の
こ
と
で
す
か
ら
、
五
％
増
、
寛
政
期
）
も
俵
詰
め
し
な
け

明
書
が
必
要
な
の
か
を
知
る
た
め
で
す
。

学
校
へ
提
出
す
る
の
か
、
相
続
か
、
転

出
な
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
職
員
も
証

明
書
交
付
の
判
断
が
つ
き
や
す
い
か
ら

で
す
。

②た す ね

あ
江
戸
時
代
、

る

記
星
己
よ

た
か
ど
こ
ば
ま
ね
ん
ぐ

高
戸
の
小
浜
か
ら
海
を
渡
る
年
貢

高
萩
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

江
尻
光
昭
さ
ん
（
本
町
）

局
萩
地
方
の
年
用
い
、
ぬ
き
出
し
た
籾
は
み
な
役
得
と

れ
ば
受
け
取
り
抓
否
さ
れ
る
の
が
実
情

で
し
た
。

か
れ
ん
ち
ゆ
う
き
ゅ
う

当
時
の
苛
數
誹
求
は
、
こ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
年
貢
割
付
状

ま
す
め

こ
と

に
は
、
「
桝
目
の
儀
は
前
々
の
如
く
た
る

べ
き
事
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
前
々
の
如
く
」
と
い
う
の
が
く
せ
も

の
で
、
実
は
普
通
使
用
さ
れ
て
い
る
京

お
ざ
鋤
ま
ず

桝
よ
り
も
一
割
多
く
入
る
「
納
桝
」
を

使
用
せ
よ
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ

れ
で
も
「
は
い
、
納
め
ま
す
四
と
い
っ

て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

長
久
保
申
請
書
も
た
く
さ
ん
あ
る
よ

う
で
す
ね
。

沼
田
窓
川
に
は
七
種
類
あ
り
ま
す
。

市
民
課
に
来
ら
れ
ま
し
た
ら
、
職
員
に
、

何
の
た
め
に
必
要
な
の
か
目
的
を
話
し

て
く
だ
さ
い
。
〃
必
要
な
証
明
書
の
申
請

言
は
何
番
で
す
。
〃
と
お
教
え
し
ま
す
の

潭
延

で
、
お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い

長
久
保
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
市

此
課
は
、
市
民
の
身
近
な
窓
ｎ
な
の
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
親
し
み
や
す
い
窓

口
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
ね
。

打
ち
際
に
立
っ
て
い
る
と
、
な
ん
と
な

く
往
時
の
民
衆
の
苦
し
み
の
訴
え
が
、

波
の
音
と
と
も
に
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

＊
参
考
長
久
保
赤
水
「
農
民
疾
苦
」

い
し
ん

小
室
維
新
「
大
塚
誌
」
ほ
か

も
人
じ
人

（
維
新
は
赤
水
の
門
人
の
ひ
と
り
）

で
し
た
。
そ
の
う
え
、
海
上
輸
送
に
は

大
き
な
危
険
を
と
も
な
っ
て
い
た
の
で

す
か
ら
ゞ
高
萩
地
方
の
人
々
は
、
苦
労

廿
お

を
背
負
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
す
。

な
が
く
ぼ
せ
き
す
し

こ
う
し
た
こ
と
は
、
長
久
保
赤
水
の

じ

よ

つ
‐
し
‐
偶

’
し
勺
／
、

上
耆
「
農
民
疾
苦
」
に
よ
っ
て
も
相
当

改
め
ら
れ
た
し
、
文
化
以
降
、
中
山
家

が
松
岡
に
入
っ
て
か
ら
は
年
貢
の
納
入

先
も
変
更
と
な
っ
た
の
で
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。

い
ま
、
高
戸
の
小
浜
一
帯
は
、
リ
ゾ

ー
ト
開
発
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
く
姿

を
か
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
波

”
』
鐸
蕊
》

▲現在の小浜

身近な市役所をモットーにを



“

「
テ
レ
ビ
の
影
響
が
大
き
く
て
、
椛

理
ド
ラ
マ
な
ど
を
見
る
と
女
刑
事
が
、

か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
り
、
す
ぐ
危
険

だ
か
ら
と
、
ま
た
思
い
直
し
た
り
、
生

活
が
楽
だ
か
ら
お
医
者
さ
ん
の
奥
さ
ん

に
な
り
た
い
と
か
、
次
々
と
考
え
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
作
文
の
時
間

に
、
将
来
な
に
に
な
り
た
い
か
と
い
う

題
で
、
〃
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
人
に
な

り
た
い
〃
と
書
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
】

と
佐
久
間
さ
ん
。

「
中
学
に
入
っ
て
す
ぐ
、
テ
ニ
ス
部

に
入
り
、
練
習
も
楽
し
い
し
試
合
に
も

で
ま
し
た
。
進
学
の
勉
強
も
あ
り
ま
す

が
、
〃
高
校
に
入
っ
て
も
、
で
き
れ
ば
テ

ニ
ス
を
続
け
て
い
き
た
い
〃
と
思
い
ま

す
四
と
太
田
さ
ん
。
亡

私
た
ち
の
小
さ
な
夢

夢

▲アンテナの上で記念撮影

私の職場
▲高萩中学校1年生テニス部の佐久間

L ﾆ

裕子さん(左)と太田由希子さん(右）
KDD茨城衛生通信所

ロ
十
一
号
の
映
像
を
お
茶
の
間
に
伝
え

た
思
い
出
の
第
二
ア
ン
テ
ナ
で
す
。

「
第
三
・
節
四
ア
ン
テ
ナ
は
電
気
で

動
か
し
ま
す
が
、
第
二
ア
ン
テ
ナ
は
油

圧
で
動
か
し
て
い
た
の
で
、
油
も
れ
が

あ
り
整
備
が
大
変
で
し
た
。
衛
星
通
信

の
出
力
も
強
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
余
り
大
き
な
ア
ン
テ
ナ
は
必

要
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
四

と
江
森
さ
ん
。

よ
し
ひ
二

同
じ
職
場
の
松
原
喜
彦
さ
ん
は
、
「
第

二
ア
ン
テ
ナ
の
直
径
は
二
十
七
・
五
ｍ
、

約
一
、
○
○
○
”
ｍ
で
、
野
球
場
の
内
野
が

す
っ
ぽ
り
入
っ
て
し
ま
う
大
き
さ
で
し

さ
よ
な
ら

第
二
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

人
は
、
長
い
人
生
を
働
き
続
け
ま
す
。

し
か
し
、
な
か
な
か
他
人
の
職
場
を
の

ぞ
い
て
み
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
は
、
巨
大
な
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
の
あ
る
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通

え
ら
り
害
か
患

信
所
の
ア
ン
テ
ナ
主
任
、
江
森
栄
さ
ん

を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

二
月
の
中
旬
か
ら
、
一
番
美
し
い
第

二
ア
ン
テ
ナ
（
中
央
）
の
解
体
作
業
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
二
年
に

建
設
さ
れ
、
人
類
初
の
月
面
着
陸
ア
ポ

爵

》
恥
㈹
一
Ｆ
一
Ｆ
Ｐ
釦

テ
ナ

け
ま
す
。

場
を
の

ん
。

ラ
ボ
ラ

衛
星
通

吾

か

匙

一
の
瞬
施
諏
謬
吋
舞
癖
岬
崎
蹄
嚥
旬
削
雌
恥
喝
峠
率
隼
謝
恥
冊
》
》
斡
恥
非
岬
哩
粋

采
さ
ん

し
い
第

罷
錠
鋤
に
響
垂
砕
搾
詠
い
準
訓
魂
岬
蕊
碓
乱
畦
嘔
縦
俳
峰
極
載
堅
沐
榊
帳
唖
雄
咋
、

作
業
が

二
年
に

陸
ア
ポ

んさ村

で
今

一
別
，

の
ん
ナ
さ

し
た
い
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
連
動
と
健
康
の
た
め
に
、
高
萩
中
学
校

テ
森ン
江
ん
ま
き
一
一

ア
ら
さ
ま
た
、
総
務
課
の
今
村
板
子
さ
ん
は
、
（
校
門
か
ら
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
駐

２
か
原

第
右
松

「
昭
和
天
皇
や
昨
年
、
皇
太
子
殿
下
が
車
場
）
、
高
浜
第
二
市
営
住
宅
周
辺
の
清

に
伝
え
み
え
た
と
き
も
、
第
二
ア
ン
テ
ナ
の
前
掃
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

す
。
で
記
念
の
撮
影
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
い
中
学
校
の
つ
げ
や
玉
つ
ば
き
な
ど
の

電
気
で
と
こ
う
思
い
出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
垣
根
の
手
入
れ
は
、
春
、
臭
、
秋
の
年

垣
根
の
手
入
れ
は
、
春
、
皇
、
秋
の
年

へ
》

よ
う
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
、

Ｊ
蕊
地
域
清
掃
の
後
を

も
う
慣
れ
ま
し
た
け
ど
ね
。

継
ぐ
人
が
で
て
欲
し
い
最
近
は
、
〃
ご
ぐ
ろ
う
さ
ん
、
あ
り
が

郵
便
局
に
勤
め
て
い
た
関
さ
ん
は
、
と
う
〃
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
も
い

定
年
を
迎
え
た
十
数
年
前
か
ら
、
体
の
ま
す
よ
。

た'まだ元気

Lら つ.フ

関二郎さん
（高浜）

三
回
、
夏
の
間
は
草
と
り
、
そ
し
て
、

ピ
ン
や
カ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ゴ
ミ
な
ど

は
、
風
雨
が
強
く
な
い
限
り
、
毎
日
拾

い
続
け
て
い
ま
す
。

「
清
掃
を
は
じ
め
た
こ
ろ
は
、
は
ず

か
し
く
て
早
朝
、
人
に
み
つ
か
ら
な
い

、
》

な
登
場
人
物
も
嫁
と
姑
に
な
っ
て
く
る
。

し
か
も
放
屈
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の

も
、
大
根
と
か
柿
の
実
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
い
か
に
も
物
悲
し
い
。
徳
川
三

百
年
の
政
治
は
、
庶
民
の
夢
を
も
規
制

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

＊
「
へ
っ
び
り
嫁
」
の
話
は
、
今
回
で

終
わ
り
で
す

：
関
さ
ん
の
ま
ね
は
、
だ
れ
も
で
き
な

い
よ
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
一
人

で
も
、
二
人
で
も
後
を
継
ぐ
人
が
で
て

く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

若
い
人
も
、
自
分
の
こ
と
だ
け
や
っ

て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、

た
ま
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
、
協
力
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
野
球
場
を

利
用
す
る
人
も
、
も
う
少
し
気
を
使
っ

て
駐
車
場
の
ゴ
ミ
な
ど
は
持
ち
帰
っ
て

欲
し
い
で
す
ね
四
と
話
す
関
さ
ん
は
、

来
月
の
四
月
で
七
十
四
歳
、
‐
奥
さ

ん
と
二
人
暮
ら
し
の
生
活
で
す
。

プ
ロ
野
球
の
テ
レ
ビ
観
戦
と
、
囲
碁
、

将
棋
が
大
好
き
と
い
う
関
さ
ん
、
ま
だ

ま
だ
元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

一
〆
●
恥
、
Ｌ
〃
〃
〆
寺
Ｊ
、
■
且

言
良
§
畠
、
彦
き
き
昏
号
ミ
昌
言

関
さ
ん
の
ま
ね
は
、
だ
れ

- ---号一一."寺 -

▲写真は「信實山縁起」に

みえる道祖神

一………

》
ｓ

……



し計幻のひろばの
手を添えあった

ふれあいたこづくり

2月121 I(jj) 石滝公民節で，石滝老人クラ

ブと地域の子どもたちなど約100人が参加し

て．ふれあいたこづくりが行われました。

参加者は，講師の箕川さんから作り方を教

えてもらい、 たこの骨組みや，紙ののりづけ

など，手を添えあいながら作ったたこを， ．大

空に揚げました。

市民のひろばのコナーは，みなさん

の身近に起こった話題や行事声を紹介

しています。今回も．たくさんの話題を

お寄せいただきましてありがとうござい

ました。次回もどしどしお寄せください

お待ちしていま～す。

☆あて先…”市民活動課広報広聰係

（丑23-2111内線262）
初期消火に努めた

みなさんを表彰
全校生徒で校外奉仕作業

2月21日体I

「私たちの手で，少しでも環境を守

ろう」 と，秋l 1 1中学校で全校生徒586

人による校外奉ｲl§作業が行われました。

ゴミ袋を持って約2時間，学校川辺

の道路や道ばたから拾った空きｲ|『やゴ

ミは， トラック3台分にもなりました。

同校では，年ll'｣l, 奉仕作業を行って

おり，環境美化に努めています。

1月26日嘘)に，安良川と上手綱地内

に発生した火災に際して，藩ち着いて

初期消火に努め，大火になるところを

未然に防いだ次のかたがたを， 2月13

日(火)，高萩市・十王町事務組合消防本

部で表彰しました。 （敬称l'lff)

(_上手綱地内の火災） （安良川地内の火災）
かづみ

根本賢実．根本こと 犬､Iえ 節子

鈴木光一・鈴木満智子 森 芳江

近藤冨直．作山寿男 桜井玲子

根本次子．佐藤朋子 佐藤信子

第1回駅伝大会2月25日旧）
キ』､つせL,

強い体ﾉJと旺盛な気力を養うととも

に，子と．も会相互の親l1ｲ噂を深めようと，

子ども会育成連合会の5支部17チーム

が参加して， 第1回駅伝大会が手綱工

業団地内で開かれました。選手たちは，

沿道の朧んな声援を受けながら，約8

kmの101X間を， タスキを渡し， 力走し

ました。

溌灘#ff"鰯鍵謬競篭灘胤職§…

ー

E 為職塩『 ' Ⅱ 1 1 1 ,， 『‘ ， 『,-1 , ,金'‘､跡j題きぎ噌

j噺識. ､． . : , 《溌溌:鐙蕊

畿.､ . ､、 ,： ､濁§謹蕊
ﾐ ､ ご賞． -謡.､ゞ ’‘ ．溌綴霧蕊鍵

紅■夢§§

溌 鍵蕊
挙
灘

望P魂全

醗

織
鮮
蕊
秒
珊
〆

睡
や
岩

一
一
一 級友の声援を受けた高萩中学校

1年最後の思い出リレー

第5回地区対抗駅伝大会野2月13日（火） 有|ﾘj海岸で, 「ガンバレ

ー」と級友の声が群くなか、 1年生全

員による思い出リレーが行われました。

海岸の管理用道路から砂浜へのl周

1.6kmを, 1人200m走ってタスキを渡

し， 5周しました｡｢砂に足をとられて，

平地より倍の力が必要だ凶と息を切ら

せる生徒や，声を掛け合う生徒で，活

気あるリレーでした。

初のサッカー大会で好評

高萩l lj子供会育成連合会束支部によ

り第51 ' 1 |地区対抗駅伝大会が， 2月12

H(月)に行われました。

東小学校を出発し，有明・高浜・肥

前町の3つの町内を通るコースを2周

する9. 1kmの距離を10人が， タスキを

つなぎました。これは，親と子， そし

て親同|盲の交流の場にと行われたもの

です。

サッカーを通して青少年の交流を図

ろうと，第l1 1 'lライオンズクラブゾー

ン内（東海・ 日立・十王・北茨城・高

萩）スポーツ少年団サッカー大会が，

2月11H(I I),高浜運動広場で開かれ，

8チームが参力||しました。ボールを操

る技の競い合いや， 白熱した試合展開

に，参加者から「毎年開こう」との声

があがりました。

⑨



霧

交通安全は

蕊
一
交
通
安
全
ボ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞
者
｝

…

雰
鐸

▲

鈴木麻紀さん

（秋山中3年）

： “｢思いやり」のこころで築こう交通安全”－

これは，平成2年の交通安全年間スローガンです。

このスローガンをもとに，交通関係者や11j民のみ

なさんなど約500人が参加して，交通事故のない

明るいまちを築きましょうと， 2月24｢1 ( |j,文化

会館で，第12回交通事故追放大会並びに第14回交

通安全市民のつと．いが開かれました。

大会では，交通安全功労者や交通安全ポスター

人賞粁の表彰などが行われ,交通安全を願いました。

驚耀蕊

去
る
一
月
二
十
一
口
Ⅷ
文
化
会
館
で
、
第
四
、
高
萩
市
民
健
康

ま
つ
り
を
開
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
健
康
ク
イ
ズ
大
会
で
出
し
た

間
迦
で
す
。
あ
な
た
は
、
何
間
で
き
る
か
な
？
○
か
×
で
稗
え
て

く
だ
さ
い
。

計…蝿…
… 郊乳感癖壼必､軸甑宮 零皇署零垂》竺丸 箇時子ﾛ ﾆ･ 2罪

ク 衛人
に

』▲ やすひさ

鈴木耕久くん

（高萩小4年）

、
ｆ
Ｌ
ｎ
ｆ
晶

朧
幼
出
歯
齢に

挑

／
●

一
唇
》

尺

3職員手当の状況 支 給 総 額 33,933~FI'I
63年度

Ｊ
ト
ル
ハ＃。

Ｊ
祐
斥区 ィi、 |土’ l朏貝1人当たり支給年額 308 T-ILI

33,542千・ |工］
時間外勤務T.当

(元年度支給1'fllfT)

期末手当

6 月 剛 1．411"

12 月 191 1.911"

3 月期 0．5月分
量 l‘ 3．8月分ロI

(兀fl:没支給割合）

期水手､11

6 j1 期 1411分

12 川 期 1.9j1'>

3 ノ1 期 0．5ﾉ1分

i;1･ 3. 8ﾉ1分

（支給率) EILL郁介

勤統20年 21.0月分

勤統25年 33.75jl"

勤続35" 47.5 )ll>

蚊商限度緬60. 0 ノj分

支 給 総 額

職員1人当たり支紛年額
62年腱勤勉手当

0.5月分

0.6月分

1. 1月分

勤勉手fI1

05月分

0．6月分

1. 1 ノ1分

勧奨・定年

28.875月分

44.55月分

62.7 月分

62.7 月分

3051~･円ノ
ー
１
ノ
７
１

下
手
末
勉
期
勤

区 分 内 容

配偶粁

扶養手当配偶者以外の扶養親族

その他の扶養親族

扶養 ：下当

国のilill度との異同

’
（支給率) | ' ILL都合

勤続20年21.0月分

勤続25年 33.75月分

勤続351｢ :17.5月分

最高限度額60．0月分

勧奨・定年

28.875月分

44.55月分

627 11分

627 ノ1分

同

持

借

氷
弥
永

）
』

住届・ 手 、I′’ I' ｢l

退職手､11

交通機ll1利用者
i、動 二丁当

自転車等交通用具使用科
' 11

その他の力| |"WWi

定年l1il ' l '期退峨特例拾iiit

（2％～20鈴加算）

退職塒特ﾘﾘ昇給 1 り･給

その他の加算措悩

定ｲ'二m'私期退職塒例措置

（2％～20発川|算）

退職時特別昇給 1号棒 ⑨特別職の報酬等の状況（兀年4月1 1 1現在）

区退朧手当の支給率は，平成ﾉじｲ|品4月1n現在のものです。

jk' I丁は，茨城ﾘ,! [ 1｣. lll].村総合1j1務糸ll合（県|ﾉ､j,' |J. lll1村で構成） に"| |人I

で， 当該組合の退幟手当条1#llの規定によI)退職下,'1が支給されます｡

Iﾉ､I令市lll1.村の支給率は同率です。

１
２

「YJ
1I I 分 紛科月額等

-rhlス〃、
当剋 グー￥〆

従ってﾘil 市
助
収

腿
役
役
一
反
及
典

715,000円

590,0()0円

535,()()0円

給*:’

議
刷
識

363､()00円

330，00()円

310‘OO()円

服酬 談
余 椛区 分

職員全体にlliめる手当支給職典の割合

支給対象粧典1人当たり平均支給年額

手 当 の 樋 餓（手当数）

種

192％

69,5441 11

13

(元年度支給割合）

6月期

12 )1期

3 j1期

計

1．4月分

1.9月分

0.5月分

3.8月分

市
助
収

i彗

匡

予ﾉし

1又

；ん

1又

特殊勤勝

手 》11

(63ｲドl史）

期
末
手
当

人IIJ.税調務，社会稲+||柴勝，国民年金業

務， 交迦安全指導業務
k紛額の多い手当

代表的なT)'iの

名 称 (元年度支給割合）

6 ノ1期

12月期

3 ノー1期

計

多くの職11に支給

されている手当
睦
煙
賑
蛭
剛
以

1.4月分

1.9月分

0.5月分

3.8月分

歳
削
縦
議

［

1⑪



岬
茂

す
問
一
健
康
づ
く
り
の
三
要
素
は
、
栄
養
、

運
動
、
休
息
で
あ
る
。

で
問
二
乳
歯
は
、
二
十
脚
本
で
あ
る
。

婦
問
三
普
通
の
大
き
さ
の
大
福
一
個
（
百
六

侭
五
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）
を
食
べ
た
と
き
は
、

係
三
十
分
歩
く
と
消
費
さ
れ
る
．

が
問
四
タ
バ
コ
は
、
胃
潰
瘍
や
高
血
圧
、
狭

心
症
な
ど
に
は
関
係
な
い
。

漸
問
五
太
っ
て
い
る
人
で
最
も
か
か
り
や
す

い
病
気
は
、
糖
尿
病
で
あ
る
。

気
問
六
イ
ラ
イ
ラ
は
、
鉄
分
が
不
足
す
る
と

一
元
な
る
。

お
問
七
肝
臓
が
、
一
時
間
に
処
理
で
き
る
ア

ル
コ
ー
ル
量
は
、
普
通
の
ビ
ー
ル
大
ピ

ン
一
本
で
あ
る
。

唖
問
八
歩
く
こ
と
は
、
ボ
ケ
予
防
と
な
る
。

岬
問
九
胃
が
ん
は
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が

JR高萩駅そばに建築を進めていた高萩郵便局の新局舎が

完成し， 2月15日(木j,新築落成式が行われました。これま

で本町にあった局舎から，駅前の新局舎に引っ越しも済み，

19日(月)から業務が開始されています。

これまで輸送システムや取り扱う郵便量の増加などによ

り，今までの局舎が手狭になっていました。また，今後は，

より地域に密着し，愛され親しまれる郵便局づくりと， 1

階には，郵便や貯金などを取り扱う業務スペースに， コミ

ュニティルームが併設してあります。商品や作品展示ので

きるPRコーナーや，広さ約100㎡の同ルームは,「各種サ

ークル活動にご利用ください凶と，無料で市民のみなさん

に貸し出されています。

局舎前の駐車場(10台)や駐輪場(20台)のスペースも広く，

クスの木を植えた広場への通路に，身障者用スロープも設

えてあります｡"海と緑と萩の里”をキャッチフレーズに，

機能的にも外観も地域に密着した局舎になっています。

※詳しくは，高萩郵便局(高萩1929-16)へ恋22-2100

’

待
多
い
○

問
十
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
と
き
の
血

液
速
度
は
、
時
速
百
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。

<解答>"1'' .Of i鶴2斑×(20本）問
，…： ;蕊" ． :霞､

3…×(人にもよるが45畳60分）間4…

×(タバコのニコチンは,血圧を上げたﾚﾉ，

心臓の働きを悪くする｡） 問5…○問

6…×(カルシウムは,高ぶった神経を安

定させる働きがある｡）満7”･× （ビー

ル大ピン%本)…問野砲間9:…×(女

性より男性の方鰊fｽ海強.を吸う人が多
] 』 ､注 串 ､

いため，男性に胃ガンが多い｡） 問10. .･

x(時速1.8畑で人がゆっくり歩くくらい

の速さ｡）

ー

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（元年4月1「1現在）＜職員の給与等の状況＞
経験年数15年

278,300円

250,600円

197､400円

経験年数20年

334,000P1

302,600円

243,300円

区 分

-縦行鱗職卜慕
技能労務職｜高校卒

一般行政職

経験年数10年

243,100円

203,100円

160,800円

市では，職員の給与などの実態を，市民のみなさんに知

っていただくために，次のように公表します。

①人件費の状況（普通会計決算） (注）経験年数とは，卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は，採用
後の年数をいいます。

住民基本台帳

人口 （年度末）

人件費率
（B／A）

歳出額
（A）

(参考） 62年度

の人件費率

実質収支 人件費
（B）

区分

⑥一般行政職の級別職員数の状況（元年4月1日現在）元． 3．31人

35，658

千P1

7,898.813

リ
９
－
０
千
３２２３

千円

1,828,892

％

23.6
63年度

23.2
9級|'0級|']級|斗

｜ ｜ 同’
1級’ 2級’ 3級’ 4級’ 5級 6級’ 7級’ 8級
1級' 2級' 3級' 4級' 5級’ 6級’ 7級' 8級

区|一旦一
劃宣誕亜
標準的な

職務内容

(注）人件衝には，特別職に支給される給料，報酬等を含みます。

②職員給与費の状況（普通会計予算） 噂課 長
MI1参事
課長補佐

主事補

技手

主事

技師

係長

主任

課長

副参事

部長

参事
に幹 係長

｜
人
兜
％
㈹
％
㈹
％
叩

１
１
１
１

給 与 費

給 科｜職員手当 ｜期末･勤勉手当’ 計(B）

職員数

（A）

1人当たり給

与費 （B/A）
区分

人
Ⅱ

人
〒
刃
ｆ
ｆ
１

人
“
人
腿
人
岨

ｋ
５

人
魂

人
加

職員数

千円377,782
千円

377,782

り
１
１
３
千
０４０９

人

285

千''1

112,209

千|【］

1,394,022

千円

4,891
元年度

％

2．6

％
７
，５

％

14．5

％

33.7

％

22.8

％

5.2

％

9‘3

％

6.2
構成比（注） 1． 職員手当には，退職手当を含みません。

2．給与費は， 当初予算に計上した額です。

③職員の平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況
（元年4月1日現在）

1年前の

構成比

％

2．6

％

33.3

％

24.6

％

5-6

％

18.0

％

F1

a．人

参

2.6 8.2

(6紳級）

％

4．1

(5等級）

％

7ワ
』.合

(4等級｝

％

22.6

3等級）

％

34.9

(2等級）

％

25．1

(一） (1等級）

％

6．1|≦
( ）

5年前の

構成比
一般行政職 技能労務職

平均給料月額|平均給与月額｜平均年齢|平均給料月額|平均給与月額｜平均年齢
区分

(注） 1

2

高萩市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

標準的な職務内容とは， それぞれの級に該当する代表的な職名です。

叩
ｎ
Ｊ

ｌ
の
。
ｑ
》Ｌ８２

歳

40.1

叩
ｑ
〉

１
，
Ｊ５９１へ』

円

215,284

歳

43.9

円

228,626
高萩市

＝

一’'1

246,475

歳

39.3

歳

47.8

円

227,561
＝国

⑦昇給期間短縮の状況
＝ 〆

＝
一

〆

｜ 一般行政職
(A) | 229人

区 分

数職 貝
④職員の初任給の状況（元年4月1日現在）

普通昇給期間（12月～24月） を短縮して

昇給した職員数 （B）
63年度 7人-白一 当 ・

萩 巾I可

｜採旧，正＃採用2年経

国

Iえ 分 過日

給料額

採用2年経過日

給料額

率

数

比
一
職

％
人

１３
１３２

(B)／(A）

（A）
決定初任給 初任給

貝

一縦行政職艤
技能労務職｜高校卒

一般行政職
円
円
円

０
０
０

０
０
０

８
５
９

６
５
２

２
０
０

１
１
１

140,900円

112,500円

109,900円

121,100円

102,200円

99,800円

133,500円

108,800円

106,300円

普通昇給期間（12月～24月） を短縮して

昇給した職員数 （B）
62年度 12人

5.2％
トレ
」-し 率 （B)／(A）

11



了毛や…/．c磑包～

i昨鵲

I霊
；パ披
｛ ｜露

飛
｝ 今年で16年目となりました，高萩国際交流の集いの民泊家
I

；庭を募集します。
〈

｛ と き 5月3日嗣, 4日(金), 5日出
》 ※4日(金)が民泊（1泊2日）
《

（留学生都内の大学に在学している外国人留学生で， アジア・
％
X

1 アメリカ・ヨーロヅパなどの国の人で， 日常会話が
（
I できる学生がほとんどです。
I

：民泊内容宿泊料は,無料でお願いします｡用意する食事は，
$ 4日の昼食と夕食，および5日の朝食と昼食の計4
》

｛ 回です。家族から離れている留学生に，家庭の味を
《

； 楽しませてください。

《 申し込み先希望する家庭は, 3月23H働までに,教育委員
､
X 会社会教育課へ合23-1131 (高萩国際交流の集い
－$
、 X

実行委員会）ミ

ーレーーーー.一一….一一一一一一一……~………一一……~……一一一一…

…まあなたも喜認一一………、…逹

麺え聡織“昆泊家産表

募集します 。
Ｑ
、
ぷ
く
ム
マ

＄

"特別扱い無し”

が良いのかな!？

さち え

斉藤幸恵さん（島名）

留学生が泊まる夜は,近所の人たちが,パｰベｷｭｰ ；
の準備に来るので， とてもにぎやかです。特に夫は，お ＃

酒を囲み｡夜中まで語り合うのが楽しみのようです。 ；
鼎

留学生を迎えて'0年になりますが, "特別扱い無し''が；
我が家の方針,それが良いのか,時々連絡が入り,休日 ；
に遊びに来てます｡ まるで上京している我が子が,帰宅＃
するようですね。 「今年はどこの国の留学生が来るのか；
な」と，高校生の末娘も楽しみにしているようですよ。 ；

I
みなさんも，今年はぜひ参加して，外国の友だちをつく

ってください。
；

〆醇幻｡~呼べ｡~多醇今ヶ毛｡〆心｡令戸包詳｡｡"令裂cひぺ｡今→~"－‐､令一｡~｡宍･変｡蚕｡~･～⑥夢令包･~琴一一哩戸･兵.~･夢幻凸一・~｡－.…｡－勺ｼ今声凸変ら～竜一⑤串、くらパン幻｡~も今兵

浦内小・中学鮫，県立高萩工業高校の体育施設を開放します

市民の身近な体力づくりの場として， ※ただし，県立高萩工業高校は，午後

小・中学校の運動場体育館，県立高 7時～9時までです。

萩工業高校の体育館を開放します。 開放期間

利用を希望する団体は，次の事項を 4月1日～平成3年3月31日

確認のうえ，市民体育館へ申し込みく 申請校（範囲）

ださい。 原則として，利用申請は学区ごと

対象団体市内に在住， または在勤， とします｡(県立高萩工業高校は， こ

在学する人で，その団体に管理者とし の限りではありません｡）

て成人が含まれる10人以上のスポーツ 申請

団体 所定用紙(市民体育館にあります｡）

開放時間 により， 3月23日(金)までに市民体育

月～金曜日午後6時～9時 館へ提出してください。

土曜日 午後1時～9時 ※詳しくは，市民体育館へお問い合わ

日曜日 午前9時～午後9時 せください。 念23-2552

齢“1章取りについて
犬・猫の引き取りの日程が， 4月16

日(月)から変更になります。また， 4月

1日(日)から15日(日)までは，引き取りは

休みになります。

引き取り日毎週水曜日

午前11時35分から40分ま

での5分間

ところ高萩市役所裏門

◎3月については， これまでどおりで

す｡(毎週水曜日，午後1時から5分

までの5分間，高萩市役所裏門）

※詳しくは，衛生課へ

念23－2111内線363
ｰ

f…………･糞化含鬮もよおしも⑳
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鴬 ◆高萩の四季◆
り一 高萩の四季を題材とした写真，絵画，
短歌，俳句などの，展示・発表をします。

3月17日出から25日(日)まで

前9時から午後7時（最終日は午後4時まで｡）
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午前9時から午後7時（最終日は午後

念講演会◆
3月25日（日） 午後2時から

500円

「自然と生きる」
しもじ らう あき 二

下重暁子さん（元NHKアナウンサー）

｡

◆記祭"銀河鉄道ど痩"三 ‘※

高萩高等学校演劇部
私たちの情熱をそそぐ演劇活動， その集

大成を，ぜひ， ご覧になってください。

とIき3月29日鰯』.毎後2時40分闘演
､津逐" " ･ - , : ‘ ， ‘ ……- ‘ "" " … ‘"蔦， ‘"";ゞゞ 、

どころ交化姿鱸鞍葱、 ¥ "W ､ "1識！

※詳しくは，高萩高等学校（途22-3161〉
かとうざとL こ ;

演劇部加藤木俊子へ

と き
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⑦4月の日曜当番医弓

3月の市民相談室での行政相談，交通事故

oご相談にどうぞ 相談は，次のとおりです。 （無料です｡）
し行政相談： 3月8日(桐， 22日(木） （午後1時から3時）

し交通事故相談： 3月28日㈱（午前10時から午後3時） 時間は，いずれも午前9時から午後4時までで説

国民年金の保険料が4月から

月額8,400円に変わります
匿蔑健康保険証が新しくなります

なお，指定された日に手続きができ

ないときは， 日程期間中に必ず手続き

をしてください。

※詳しくは，保険年金課へ

壷23－2111内線234

現在使用されている国民健康保険の

被保険者証は， 3月31日出で有効期限

が切れます。新しい保険証の更新手続

きを，下記の日程で行いますので，保

険証と印鑑を持って手続きをしてくだ

さい。

国民年金の保険料が，平成2年4月

から月額8,400円に変わります。

国民年金は，加入者が老齢になった

ときや，万一の事故や病気で障害者や

母子世帯になったときに，生活の支え

となるものです。年々， 国民年金の受

給者が増加し， また，年金額の改定に

より年金の支払い額は増え続けていま

す。

年金の支払いに必要な費用は，みな

さんが納める保険料と，国の負担金な

どにより賄われています。

国民年金制度を，健全に運営して行

くための保険料改定ですので，加入者

のみなさんのご理解とご協力をお願い

します。

なお，付加保険料は， これまでどお

り月額400円です。

保険料を納めるのが，著しく困難な

人には，保険料免除制度がありますの

で，保険年金課国民年金係でご相談く

ださい。 念23－2111内線232

譲鍵蕊蕃蕊議
9:30～10:00

10:20～10:50

11:20～12:00

13:00～13:20

13:50～14:20

場蕊ji鍵鳶所
横川老人クラブ集会所

下君田にこにこクラブ集会所

上君田生活改善センター

若栗公民館

大能生活改善センター

該蕊当蕊地区日

横川，大金田，持山，小山

下君田，柳沢

上君田全域，大荷田

若栗全域

大能全域

文添全域

ト

3月23日(金）
ー

鈴木義康氏宅

中戸川公民館

14:30～14:40

15:20～15:40 中戸川，米平,烏曽根,田代

高戸,赤浜,上手綱,下手綱3月26日旧）

3月27日㈹

3月28日(和

3月29日嗣

3月30日㈹

高浜町,有明町,肥前町,東本町

大和町，春日町，本町8:30～17:00 市役所1階保険年金課

安良川，高萩，石滝

島名，秋山，福平

受講生を募集 §謙騨!～勤労青少年ホーム～

勤労青少年ホームは，働く若いあなたの施設です。仕事の後の2時間ぐらいを

使って講座を受けて，友だちをつくり，趣味をひろげましょう （敬称略）

日
一
日
一
日
一
日
一
日
一
日
一
日

講座名

茶道教室

着付教室

パソコン教室

書道教室

料理教室

生花教室

講師名

瀬戸房子

宇佐美幸子

滝 昌弘

田中 陽子

梅原玲子

菅野幸枝

譲
口
蠅
一
罐
檸
一
轆
擁
一
錘

受講料

月額1,500円

〃 1,000円

〃 3,000円

〃 1,500円

〃 3,000円

〃 3,000円

募集人員

20人

20人

15人

20人

15人

20人

フォークダンスの会員を募集
募
￥
岬
＊
集
講
座

軽快な音楽にあわせて，楽しくフオ

ークダンスを踊ってみませんか。健康

にもおすすめです。男性の会員も大歓

迎です。

と き第2，第4木曜日

午前10時から正午まで

ところ市民センター
ー;､じ え

講師長谷川藤枝

※詳しくは，長谷川藤枝へ

念24－0535

可

対象者市内に居住， または勤務する独身の男・女

講座期間 4月から9月まで（月3日×6か月＝18日間）

時間は，午後6時30分から8時30分まで

※申し込みは， 4月1日(日)までに，備え付けの申し込み用紙に，受講料（3か月

分） を添えて，勤労青少年ホームへ 念23-7177

でかけください…ノv■ 、の

勤労青少年ホーム金23-7177

ソコン体験学習，生花展など，講座で学んだ私たちの成果を，

す。来日している中国研修生との水ギョウザづくりなど， も

ふれあい茶会，パ

みな さんに披露します。

りだく さんのホームまつりに， ぜひ， お出かけください。

と き 3月18日旧）（日） 午前10時から午後3時

茶会，パソコンを利用しての体験学習と楽しいお遊び，中国

の合同調理と会食，作品展示など

コーナーふれあい

研修生と

▲昨年9月に行われた，老人クラブのみなさんとのふれあい茶会13

1日

8日

15日

22日

29日

内田病院

飯島医院

十王医院

樋渡医院

石 病院

滝川医院

大和田］

大和町

十王町

大和町

東本町

春日町

22-2137

22-2235

32-3266

22-2202

23-1711

23-3100



歌うことが大好きな乙営

もそす四J受ﾒ生きし司’ で
ご一言-看ず嘉看京一｜ 女”

罵葺瑚す
L 小，
良：鳥捲是蓋息¥｜ 金

大ﾉu苑陶芸工房
工房の中に展示してあ

る陶器を見ていると，土

のぬくもり，人のあたた

かさを感じ， ほっとする

ひとときを過ごすことが

できます。

高萩美術協会会員
しもとう ひさ よ

下遠寿代

祐
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子
さ
ん

（
赤
浜
）

。 ゆ
き
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り
」
と
満
足
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す
。
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で
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Ｃ
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（
コ
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ィ
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）
の
レ
コ
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デ
ィ
ン
グ
で
も
、
「
清

純
で
、
透
明
感
の
あ
る
歌
声
、
そ
し
て

物
ご
と
に
動
ぜ
ず
、
度
胸
が
あ
る
四
と
、

ほ

専
門
の
先
生
に
お
誉
め
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
ほ
ど
で
す
。

今
春
、
日
立
北
高
を
卒
業
し
、
希
望

校
の
合
格
発
表
を
待
つ
余
裕
の
あ
る
日

々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
在
学
中
は
、

ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て
い

ありがとう
○佐藤揃菫さん （上手綱）
1,123円 社会福祉へ

とう

○日本画松涛会

150，000円

第1回チャリティー色紙絵画の益金

○高萩ロータリークラブ

300,000円

チャリティーダンスパーティーの益金
とものぷ

○作山友信さん （上手綱）

1()0,000円 香典返しの一部

○大森 稔さん （高戸）

200,000円 香典返しの一部

（
一
。
）

細
金
祐
希
子
さ
ん
が
、
日
立
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
イ
メ
Ｉ

ジ
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の
歌
手
に
選
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れ
ま
し
た
．
三
月
十
八
日
日
、
日
立
市
の
市
民
運
動
公
園

（
池
の
川
）
で
開
か
れ
る
式
典
で
、
細
金
さ
ん
の
歌
声
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

ま
し
た
。

三
年
前
、
高
校
に
入
学
し
、
合
唱
部

が
な
い
た
め
吹
奏
楽
部
に
入
部
し
ま
し

た
。
で
も
、
「
歌
い
た
く
て
」
と
、
友
だ

ち
に
呼
び
掛
け
仲
間
を
募
り
、
学
校
へ

合
唱
同
好
会
の
結
成
を
願
い
で
て
、
そ

の
許
可
を
得
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
授

業
終
了
後
、
ま
ず
合
唱
同
好
会
へ
、
そ

れ
か
ら
吹
奏
楽
部
の
活
動
に
向
か
う
毎

日
と
な
り
ま
し
た
。
先
輩
に
注
意
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も

高
萩
□
ｌ
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か
ら
善
意
の
窓
へ
、
チ
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リ

テ
ィ
ー
益
金
の
寄
贈
を
受
け

る
民
生
部
長
（
石
）

緬
鐸
認
》
》
ゞ
“
一
影
鍵
懸
謝
謝
‐
；
鴬
鴬
爵
、
§

‘

蕊 蕊
，

▲「細金さんらしさを大事にした

いため，ステージ衣装はGパン

で」と，式典担当者から強い要

望を受けています。
愛-竃雫悪灘 … ？" 』 j許弓
◎申し訳ありませんでしたも

市報2月号の善意の窓(P16)

の氏名に誤りがありました。正

しくは，次のようになります。

おわびして訂正します。

（善意の窓）

○根村 賢さん （水戸市）

3,137円 社会福祉へ

（寄贈・図書館へ…新本寄贈）
かす ひろ

○斉藤收弘さん （本町）

100,000円相当

鍵
；癖蕊

捨
て
ら
れ
ず
二
役
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

「
文
化
発
表
会
や
音
楽
会
へ
の
参
加
が

一
番
大
変
、
一
つ
の
会
で
、
部
と
同
好

会
で
二
回
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
ん
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
準
備
や
練
習
は
、
目
が
ま

わ
る
ほ
ど
仕
事
が
い
っ
ぱ
い
〕
と
、
学

校
中
を
走
り
回
る
毎
日
で
し
た
。

受
験
を
前
に
し
て
も
、
そ
の
ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ
ら
な
い
細
金
さ

ん
、
担
任
の
先
生
か
ら
の
注
意
の
声
も

次
第
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
先
生
に
あ
き
れ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
の
か

な
？
で
も
、
忙
し
い
方
が
好
き
な
の
四

と
、
お
ち
や
め
な
と
こ
ろ
も
見
せ
ま
す
。

お
と
め

将
来
、
看
護
婦
を
夢
見
る
乙
女
、
で

も
、
受
験
に
行
っ
て
も
サ
ー
ク
ル
活
動

の
伝
言
板
に
目
が
行
っ
て
し
ま
う
と
い

う
細
金
さ
ん
、
十
八
日
⑧
に
は
、
日
立

市
民
の
み
な
さ
ん
の
前
で
、
澄
み
渡
る

歌
声
を
響
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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織函
3月

田2：
q人口と世帯，

編
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僧
毘

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

作
る
側
の
都
合
で
な
く
、
読
む

人
の
立
場
に
立
っ
て
編
集
す
る
難

し
さ
を
、
新
た
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。
（
春
）

圏
同
じ
く
市
報
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
の
内
容
。
「
終
了
記
事
で
な

く
、
現
在
、
未
来
の
内
容
を
。
特

に
市
役
所
の
仕
事
の
Ｐ
Ｒ
が
欠
け

写
真
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
、
全
て
に

渡
っ
て
要
求
が
出
た
。
市
報
を
真

剣
に
読
み
、
市
を
真
剣
に
考
え
て

い
る
み
な
さ
ん
だ
。
読
者
か
ら
指

摘
さ
れ
る
と
こ
た
え
る
。
行
政
と

市
民
の
橋
渡
し
と
な
る
広
報
紙
づ

が
ん
ぱ

く
り
。
頑
張
ら
ね
ば
。
（
上
ｇ

圏
先
日
、
点
訳
友
の
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
市
報
の
記

事
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
の
機
会

を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
、
気
付
か
な
い
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
厳
し
い
目
で
と
ら
え
、

て
い
る
」
と
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
部
。

前月比

人口35,478人 （△30）

男 17,458人 （△5）

女 18,020人 （△25）

世帯10,900世帯（△8）

（平成2年2月1日現在）
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